
（
続
い
て
４
面
に
掲
載
）

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
用
の
補
助
と

 

東
区
木
戸
地
域
の
交
通
対
策

荒
井　

宏
幸

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

小
針
の
事
件
の
よ
う
に
見
守
り
隊

の
空
白
地
点
で
発
生
す
る
犯
罪
を
防
ぐ

た
め
、
マ
ン
パ
ワ
ー
で
カ
バ
ー
し
き
れ

な
い
危
険
箇
所
を
補
完
す
る
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
が
求
め
ら
れ
る
。
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

は
５
月
末
が
申
請
の
締
め
切
り
だ
っ
た

が
、
柔
軟
に
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

地域の見守りを補完する防犯
カメラ（イメージ）

　
　

小
針
の
事
件
を
受
け
、
締
め
切
り

は
事
実
上
な
し
と
い
う
こ
と
に
し
、
今

後
の
見
守
り
の
危
険
箇
所
の
総
点
検
を

踏
ま
え
、
追
加
要
望
に
対
応
し
て
い
く
。

 　
　

新
潟
地
域
振
興
局
の
移
転
で
東
区

木
戸
地
域
の
交
通
量
が
増
え
、
渋
滞
を

避
け
た
車
な
ど
が
生
活
道
路
を
通
り
危

険
が
増
し
て
い
る
。
今
後
も
交
通
量
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
市
道
山
木
戸
逢
谷

内
線
の
交
通
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

木
戸
地
域
交
通
対
策
検
討
会
な
ど

で
一
方
通
行
解
除
に
向
け
た
道
路
拡
張

な
ど
の
合
意
形
成
を
図
り
つ
つ
、
周
辺

道
路
の
安
全
対
策
を
地
域
の
皆
様
と
一

緒
に
検
討
し
、
警
察
と
協
議
し
て
い
く
。

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
に
よ
る
影
響
と

 

老
人
憩
の
家
の
存
続

飯
塚　

孝
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

国
は
生
活
保
護
基
準
を
引
き
下
げ
、

２
０
１
８
年
10
月
か
ら
３
年
か
け
て
総

額
２
１
０
億
円
削
減
す
る
が
、
多
く
の

生
活
保
護
世
帯
が
減
額
と
な
り
影
響
が

大
き
い
。
本
市
と
し
て
生
活
保
護
利
用

者
の
生
活
状
況
の
変
化
を
正
確
に
把
握

す
る
た
め
調
査
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
も
生
活
保
護
世
帯
の
実

態
を
把
握
し
て
き
て
い
る
た
め
、
そ
れ

で
対
応
し
て
い
く
。

 　
　

老
人
憩
の
家
の
寿
楽
園
や
曽
野
木

荘
の
廃
止
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
整
備
に
逆
行
す
る
。平
成
18
年
の「
新

潟
市
老
人
憩
の
家
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
の
提
言
を
見
直
し
、
施
設
の
長
寿

命
化
な
ど
に
よ
り
存
続
に
方
針
転
換
す

べ
き
で
は
。

　
　

老
人
憩
の
家
運
営
事
業
検
討
委
員

会
の
提
言
の
と
お
り
、
施
設
の
補
修
な

ど
は
必
要
最
小
限
と
し
、
新
た
な
整
備

は
行
わ
な
い
方
針
で
あ
る
。
既
存
の
公

共
施
設
再
編
の
中
で
、
高
齢
者
の
居
場

所
機
能
が
確
保
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

国
道
８
号
４
車
線
化
の
見
通
し
と

 

道
徳
の
正
規
教
科
化
の
影
響

内
山　

則
男

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

新
潟
国
道
事
務
所
主
導
で
大
通
コ

ミ
協
、
８
号
沿
線
の
土
地
所
有
者
な
ど

を
含
め
た
「
南
区
北
部
地
域
の
安
全
・

安
心
で
便
利
な
道
路
を
考
え
る
会
」
が

発
足
し
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
が
、
４

車
線
化
に
向
け
た
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

　
　

今
後
も
考
え
る
会
を
開
催
し
、
地

域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
速
や
か
な
用
地
買
収
や
工
事
着

手
に
向
け
、
地
域
と
国
お
よ
び
市
の
協

議
・
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

 　
　

教
職
員
の
多
忙
化
問
題
は
、
こ
れ

ま
で
も
繰
り
返
し
問
わ
れ
て
き
た
が
、

い
ま
だ
改
善
さ
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て

い
る
。
そ
の
状
況
の
中
、
本
年
４
月
か

ら
小
学
校
に
お
い
て
道
徳
が
正
規
の
教

科
に
移
行
さ
れ
、
一
層
超
過
勤
務
の
度

合
い
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
危
惧
さ

れ
る
が
見
解
を
伺
う
。

●道徳の教科化
　これまでの「道徳の時間」の
さらなる充実を目指して「特別
の教科 道徳」とした。国の検
定を受けた教科書や学習状況や
成長の様子を認め、励ます評価
が導入される。小学校では平成
30年度、中学校では平成31年度
から全面実施となる。

　
　

本
年
３
月
に
第
２
次
多
忙
化
解
消

行
動
計
画
を
策
定
し
、
学
校
・
園
と
教

育
委
員
会
、
保
護
者
、
地
域
が
一
体
と

な
り
、
長
時
間
勤
務
縮
減
を
推
進
す
る
。

（
教
育
長
）

大
か
ま
の
使
用
料
・
設
備
の
見
直
し
と

 

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
公
募

内
山　

航

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

大
か
ま
は
、
み
な
と
ま
ち
新
潟
を

形
づ
く
る
上
で
重
要
な
施
設
で
あ
る
が
、

使
用
料
の
設
定
に
疑
問
が
あ
り
、
ま
た

冷
暖
房
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
使
用
可

能
な
電
力
量
も
少
な
い
な
ど
、
設
備
面

で
も
問
題
が
あ
る
。
使
用
料
の
適
正
化

と
、
設
備
面
の
改
善
に
つ
い
て
再
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

朱鷺メッセのそばに整備された万代島
多目的広場の屋内広場（通称「大かま」）

　
　

設
備
増
強
な
ど
は
予
算
と
の
関
係

も
あ
る
た
め
、
使
用
料
な
ど
と
の
バ
ラ

ン
ス
も
考
え
な
が
ら
、
早
期
に
よ
り
良

い
形
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

 　
　

昨
年
の
12
月
定
例
会
で
、
本
市
の

魅
力
発
信
な
ど
を
目
的
に
、
ふ
る
さ
と

新
潟
市
応
援
寄
附
金
の
返
礼
品
を
公
募

に
す
る
よ
う
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
公
募

を
検
討
す
る
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

公
平
性
や
透
明
性
が
高
め
ら
れ
る

ほ
か
、
市
内
企
業
の
参
加
に
よ
る
地
域

経
済
活
性
化
も
期
待
で
き
る
た
め
公
募

を
行
い
、
年
末
を
め
ど
に
、
よ
り
充
実

さ
せ
た
内
容
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

窓
口
業
務
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
中
止
と

 

買
い
物
困
難
者
に
対
す
る
支
援

野
本　

孝
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

 　
　

新
潟
市
行
政
改
革
プ
ラ
ン
２
０
１

８
に
お
け
る
職
員
の
定
員
適
正
化
に
向

け
た
今
後
の
取
り
組
み
内
容
で
、
窓
口

業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
導
入
す

る
計
画
が
あ
る
が
、
導
入
し
た
自
治
体

で
は
偽
装
請
負
や
個
人
情
報
漏
え
い
な

ど
の
問
題
が
発
生
し
て
お
り
、
導
入
は

や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

窓
口
業
務
の
民
間
委
託
で
偽
装
請

負
や
個
人
情
報
の
課
題
が
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
分
析
し
、
先
進
事
例
も
参
考
に
し

て
総
合
的
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

 　
　

買
い
物
困
難
者
へ
の
支
援
は
地
域

づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。
行
政

が
積
極
的
に
関
わ
り
、
日
常
生
活
圏
域

で
の
対
策
の
検
討
や
実
施
、
そ
の
中
心

と
な
る
区
へ
の
財
源
措
置
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　

支
え
合
い
の
し
く
み
づ
く
り
会
議

や
推
進
員
を
中
心
に
、
引
き
続
き
地
域

の
実
情
に
合
う
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
の
創

出
が
で
き
る
よ
う
支
援
に
努
め
て
い
く
。

●支え合いのしくみづくり会議
　高齢者の生活支援サービスおよび介護予防
サービスの体制整備に向けて、定期的な地域
課題などの情報共有および連携強化を行う場。
構成員は地域コミュニティ協議会などの地縁
団体をはじめ、社会福祉協議会、地域包括支
援センター、介護事業所のほか、商工会や学
校など地域の実情に応じて多様な団体が参画
している。

本
市
の
財
政
運
営
と
執
行
部
の
責
任

山
田　

洋
子

（
保
守
市
民
ク
ラ
ブ
）

 　
　

こ
の
冬
の
大
雪
で
、
福
井
市
で
は

当
初
予
算
の
10
倍
も
の
除
雪
費
が
か
か

り
、
基
金
が
底
を
突
い
た
結
果
、
職
員

の
給
与
の
５
・
８
％
を
９
カ
月
間
カ
ッ

ト
し
て
充
て
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ

の
事
例
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
伺

う
。

　
　

除
排
雪
経
費
な
ど
、
緊
急
時
の
対

応
と
し
て
一
定
額
の
基
金
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
必
要
十
分
な
財
政

措
置
も
国
へ
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

 　
　

本
市
の
財
政
も
危
機
的
状
況
で
あ

り
、
執
行
部
は
責
任
を
も
っ
と
感
じ
て

何
ら
か
の
行
動
を
取
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
た
め
に

は
、
行
財
政
改
革
な
ど
と
言
っ
て
い
な

い
で
、
毎
月
職
員
の
給
与
を
１
％
ず
つ

基
金
に
積
み
立
て
て
は
ど
う
か
。

　
　

本
市
は
、
行
政
改
革
プ
ラ
ン
２
０

１
８
を
作
成
し
、
も
っ
と
広
範
か
つ
長

期
的
に
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
方
が
職
員
の
士
気
も
高
ま
る
。

米
朝
首
脳
会
談
に
対
す
る
見
解
と

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
子
ど
も
の
貧
困
対
策

南　

ま
ゆ
み

（
民
主
に
い
が
た
）

 　
　

史
上
初
の
米
朝
首
脳
会
談
が
行
わ

れ
米
国
側
が
拉
致
問
題
を
提
起
し
た
が
、

北
朝
鮮
側
か
ら
は
具
体
的
な
言
及
が
な

か
っ
た
。
日
朝
首
脳
会
談
の
実
現
と
拉

致
問
題
解
決
へ
の
期
待
と
不
安
を
感
じ

る
が
、
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

　
　

政
府
が
北
朝
鮮
側
と
粘
り
強
く
交

渉
し
、
首
脳
会
談
の
実
現
な
ど
あ
ら
ゆ

る
外
交
努
力
を
通
じ
、
一
刻
も
早
い
問

題
解
決
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
強
く
望
む
。

 　
　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
ふ
る
さ
と

納
税
を
活
用
し
、
寄
付
さ
れ
た
方
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
子
ど
も
た
ち
に
届
く
よ

う
に
す
れ
ば
、
支
援
を
受
け
た
子
ど
も

た
ち
が
い
ず
れ
社
会
人
と
な
り
本
市
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
寄
付
し
て
く
れ

る
と
い
う
よ
う
に
、
将
来
に
向
け
て
の

善
意
の
輪
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
。

●ふるさと納税
　ふるさと（出身地に限らず、応援した
い地方自治体）へ贈る寄附金で、金額の
一部は、住所地の住民税などから控除さ
れる。新潟市では「ふるさと新潟市応援
寄附金」という名前で、寄付をされた方
は寄附金の使い道を選ぶことができる。
また、新潟市外に住所があり１万円以上
の寄付をされた方には新潟市の特産品を
贈呈している。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
を
見
直
す
中
で
子

ど
も
の
貧
困
対
策
を
具
体
的
な
使
途
の

一
つ
と
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
加

え
、
寄
付
さ
れ
た
方
の
言
葉
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
仕
組
み
も
考
え
て
い
く
。

にいがた市議会だより3 平成30年（2018年）８月５日

●本会議での発言などを記録した『会議録』を市政情報室（市役所本館１階）および市立図書館に備えてありますのでご利用ください。


